
クルーズ客船の歓迎、見送りイベントの概要 

 
 
 
 
 
ふじ丸 （6 月 23 日入港出港） 
 
石巻信金チャータークルーズ 
歓迎式に、北海道くしろ蝦夷太鼓保存会の演奏 
市民を対象とした船内見学会を実施 50 名 
岸壁と市内を結ぶ循環バスを運行 
関係者及び市民 100 名による見送り 

 
 
MARINA  SVETAEVA （7 月 4 日入港 7 月 6 日出港） 
「Kuril Islands ＆ Kamchatka」 
 
ロシアの客船初入港 
オーストラリアの旅行社が企画集客し、釧路港を起点にカムチ

ャッカ半島を目指すアドベンチャークルーズ 
市内のホテルに前泊し、釧路湿原などの観光地を巡った。 
宿泊ホテルのロビーにおいて、野点の体験など歓迎イベントを



実施 
北海道くしろ蝦夷太鼓保存会の演奏と、関係者及び市民（100
人）による見送り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
飛鳥Ⅱ （7 月 22 日入港出港） 
「横浜花火大会 釧路・三陸クルーズ」 
 
人気の大船渡寄港を絡めた定番のクルーズ 
一般市民向け船内見学(100 人)、釧路特産品の振る舞い、岸壁

と市内を結ぶ循環バスを運行 
海事振興を目的とした、イベントである、海の日の式典（海

事功労者の表彰式・釧路海の月間実行委員会主催）を、釧路

港に寄港したクルーズ客船「飛鳥Ⅱ」の「ギャラクシーラウ

ンジ」において開催、式典参加者はキャプテントーク、船内

見学(106 人)を体験 
出港の際には、200 人以上の関係者及び市民が岸壁から手を振

り見送り(紙テープでの見送りを計画したが、悪天候により紙

テープの使用を中止) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飛鳥Ⅱ 末永キャプテン 



ぱしふぃっくびいなす  
（9 月 9 日入港 9 月 10 日出港） 

 
「秋の日本一周クルーズ」釧路で停泊 
釧路港おもてなし倶楽部が発足後、試行としてルミカライト

による見送りを実施 
船客及び船員を対象に、歓迎セレモニーを船内のメインラウ

ンジで実施、北海道くしろ蝦夷太鼓保存会の演奏 
岸壁と市内を結ぶ循環バスを運行 (2 日間) 
一般市民を対象とした船内見学会を実施（40 人） 
プロジェクターを使用し、上屋壁面に釧路の観光案内を投影 
 
 

 
 
 
 
 

 
飛鳥Ⅱ （9 月 17 日入港出港） 
「初秋の釧路・函館クルーズ」 
岸壁と市内中心部を結ぶ循環バスを運行 
歓迎セレモニーに、北海道釧路蝦夷太鼓保存会の演奏 
釧路江南高校吹奏楽部の演奏(フラッグドリル)、関係者及び市民 150 名以上が岸壁に集まり、紙

テープによる見送りを実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



飛鳥Ⅱ （9 月 23 日入港出港） 
「憧れの豪華客船 飛鳥Ⅱの旅」（カワトクトラベル チャータークルーズ） 
 
岸壁と市内中心部を結ぶ循環バスを運行 
釧路港おもてなし倶楽部が主催で、岸壁及び浪花町十六番倉庫において、歓迎及び見送りイベ

ントを開催 
ライブステージ、パラソルショップ、炉端、カラオケ大会、水陸両用車の展示、プロジェクタ

ーを使用し上屋壁面に釧路の観光案内を投影 
開発建設部の監督測量船「たんちょう」による港内見学 
ルミカライトを、温泉宿泊券、ゲーム機抽選券付きで販売 
千人の関係者、市民が岸壁に集まり、手に手にルミカライトを持ち出港する飛鳥Ⅱを見送った 
 
 
 
 



飛鳥Ⅱ （9 月 26 日入港出港） 
青森～釧路～青森 チャータークルーズ 
 
歓迎セレモニー 北海道くしろ蝦夷太鼓の演奏 
岸壁と市内中心部を結ぶ循環バスを運行 
一般市民対象とした船内見学会を実施(100 名) 
釧路特産品をふるまい 
関係者及び市民が 200 名岸壁に集まり、ルミカライトを使

用し見送り 
船側にも 300 本のルミカライトを提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
SPIRIT OF OCEANUS （9 月 27 日入港出港） 
国後～釧路～松島 
 
歓迎 関係者が岸壁に集合のみ 
出港時に市民及び関係者 50 名が岸壁に集まり、ルミカライト

を振り見送り 
本船側にもルミカライトを提供 
 
 


